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１）調査の概要

【目的】

「自立した元気な九州圏土づくり」を目指し、小
規模・高齢化集落の活力維持・向上に向けた集
落元気づくりの取り組みを通じて、集落の存続・
維持の方策と社会資本の果たすべき役割につ
いて検討する。

【方針】

検討にあたっては、集落の不安解消や生きが
い（元気）をもたらす集落元気づくりへの取組に
よる集落の自立を目指し、即地的な調査・検討
を進める。

・厳しい立地条件にある集落への支援策検討
・他出者に着目した支援体制検討
・集落支援に向けた実現性の高い調査の実施

また、 住民発意の「集落元気づくり」の検討

や他出者等からの支援体制検討を通じ、九州
においての集落支援策の展開方策を検討する。
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成果の活用提案
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２）調査の流れ

■対象集落の基礎調査

平成20年度調査にて実施した集落とは異なる条件（より厳しい条件下）にある集
落の集落住民及び他出者を対象として、統計では現れない集落の実態把握や
住民の居住に当たっての不安要因を明らかにする。また、集落の活力維持・向
上や自立に向けた「集落元気づくり」への取り組み意欲を確認する。

■持続的な集落元気づくりあり方検討

集落元気づくりを通じた集落の存続・維持のあり方について検討する。
また、他出者等を含めた集落支援体制の検討を行うと共に、集落支援におけ

る社会資本のあり方についても合わせて検討し、九州おける集落の持続的な
維持・存続策について検討する。

■集落元気づくりワークショップ

集落住民の意見を直接聞きながら、集落の問題等の現状を把握し、 集落
の資源やその活用意向を把握しつつ、「集落元気づくり」の検討を行う。 ま
た、実際に取り組んでいくための体制や取り組み実現への協働・支援策を検
討する。

■先行事例調査

集落元気づくりを展開する上で有用な先行事例の収集を行う。先行事例として
は、九州での集落支援体制のあり方を検討するため、「行政・大学・研究
機関にて実施されている集落支援事例」や集落地域への社会資本のあり方を
検討するため、「過去に中心集落へ集落移転を実施した事例」における取り
組みの体制や取り組み実現までの過程を調査し、「集落元気づくり」の参考とす
る。
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